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十勝農業の今を知り 未来を読み解く

乳
量
増
加 

大
規
模
化
が
進
む

需
要
は
厳
し
い
環
境
が
続
く

　
ホ
ク
レ
ン
の
生
乳
受
託
量
が
道
内
地
区

別
ト
ッ
プ
で
、全
国
有
数
の
酪
農
地
帯
の

十
勝
。今
年
も
生
乳
生
産
量
は
前
年
を
超

え
る
ペー
ス
で
推
移
す
る
。規
模
拡
大
が

生
産
量
増
加
に
つ
な
が
って
い
る
ほ
か
、牧

草
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
収
量
や
品
質
も
平

年
並
み
を
確
保
し
て
お
り
、本
年
度
生
産

量
も
前
年
超
え
が
見
込
ま
れ
る
。

　
道
内
の
大
半
の
生
乳
を
集
荷
す
る
ホ
ク

レ
ン
に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
度
の
生
乳

受
託
量（
速
報
値
）は
、上
半
期（
4
〜
9

月
）の
合
計
が
66
万
5
1
5
7
㌧
で
、前

年
同
期
比
4・3
％
増
。全
道（
計
2
0
7

万
6
0
9
3
㌧
、同
比
2・5
％
増
）の
32

％
を
占
め
る
。

　
十
勝
の
生
乳
受
託
量
は
、前
年
度
ま
で

10
年
連
続
で
過
去
最
高
と
な
ってい
る
。そ

の
大
き
な
要
因
の一つ
は
、酪
農
家
の
規
模

拡
大
が
背
景
に
あ
る
。全
国
的
な
離
農
を

受
け
て
、生
乳
の
安
定
確
保
が
求
め
ら
れ
、

近
年
は
乳
価
の
上
昇
も
拍
車
を
か
け
て
い

る
。

　
十
勝
農
協
連
が
ま
と
め
た
20
年
の
十
勝

畜
産
統
計
に
よ
る
と
、管
内
の
乳
牛
飼
育

頭
数
は
前
年
比
3
％
増
の
24
万
3
8
1

5
頭
で
、過
去
最
多
を
更
新
。飼
育
戸
数
は

同
2
％
減
の
1
2
3
6
戸
で
、5
年
前（
15

年
）と
比
べる
と
10・8
％
も
減
少
し
て
い

る
。年
間
の
出
荷
乳
量
別
で
み
る
と
、「
1

0
0
1
㌧
以
上
」の
大
規
模
経
営
が
3
5

1
戸
で
全
体
の
32・1
％
、前
年
よ
り
1・

1
㌽
上
昇
し
た
。

　
北
海
道
酪
農
検
定
検
査
協
会（
札
幌
）

の
ま
と
め
で
は
、生
乳
生
産
が
ピ
ー
ク
と

な
る
今
年
6
月
の
十
勝
管
内
1
頭
1
日

当
た
り
の
平
均
乳
量
は
33・4
㌔
。過
去

最
高
だ
っ
た
19
年
6
月
と
並
ぶ
高
水
準
を

保
っ
て
い
る
。生
産
者
は
、頭
数
の
要
因
だ

け
で
な
く
、粗
飼
料
の
品
質
の
高
さ
や
乳

牛
の
改
良
、飼
料
設
計
技
術
が
発
達
し
て

い
る
成
果
と
も
捉
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
用
の
消
費
が
低
迷

し
、本
州
の一
部
地
域
で
は
夏
休
み
が
延

長
さ
れ
て
学
校
給
食
用
も
停
滞
。首
都
圏

を
中
心
と
し
た
夏
場
の
天
候
不
順
に
よ
る

家
庭
用
牛
乳
消
費
の
鈍
化
や
、巣
ご
も
り

需
要
の
伸
び
悩
み
が
加
わ
る
な
ど
、生
乳

の
需
要
に
関
し
て
は
、厳
し
い
環
境
が
依

然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

ホクレンの生乳受託量が道内地区別トップの十勝（11月、鹿追町）
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